
- 1 - 

船舶事故調査報告書 

 

                              令和７年８月２７日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和６年３月３１日 ０４時００分頃 

発生場所 愛媛県愛南
あいなん

町高茂
こ う も

埼南西方沖 

高茂埼灯台から真方位２２０°１.７５海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯３２°５３.１′ 東経１３２°２７.２′） 

事故の概要 貨物船菱洋
りょうよう

丸は、北西進中、岩礁に乗り揚げた。 

菱洋丸は、船底外板に破口等を生じた。 

事故調査の経過 令和６年４月１２日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

機関、出力、進水等 

 

貨物船 菱洋丸、４９９トン 

１３４７０４、大洋海運株式会社（Ａ社） 

７３.４３ｍ（Lr）×１１.５０ｍ×６.７０ｍ、鋼 

ディーゼル機関、７３５kＷ、平成６年１１月 

 乗組員等に関する情報 船長 ４９歳 

 四級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日 平成１３年８月２日 

  免 状 交 付 年 月 日 令和４年１０月２５日 

  免状有効期間満了日 令和９年１０月２４日 

航海士Ａ ７２歳 

 六級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日 平成１７年６月１３日 

  免 状 交 付 年 月 日 令和元年７月２６日 

  免状有効期間満了日 令和６年８月２０日 

航海士Ｂ ５６歳 

 六級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日 平成１８年１月１１日 

  免 状 交 付 年 月 日 令和２年７月２２日 

  免状有効期間満了日 令和８年１月１０日 

 死傷者等 なし 

 損傷 船底外板に破口等 
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 気象・海象 

  

気象：天気 曇り、風向 北東、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の初期、潮位 ８３cm（高知県宿毛
す く も

市片島） 

 事故の経過 本船は、船長、航海士Ａ及び航海士Ｂほか１人が乗り組み、珪
けい

石
せき

１,５００ｔを積み、令和６年３月３０日１６時５０分頃、大分県津

久見港に向け、高知県高知港を出港した。 

本船は、電子海図表示装置、ＧＰＳプロッター及びレーダー１台を

起動して、レーダーのレンジを１.５Ｍに設定し、約９～１０ノット

（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）で航行していた。 

船長は、３１日０１時頃に船橋当直を航海士Ａと交替して降橋し

た。 

船長は、０２時４０分頃に高知県大月町柏島と蒲
び

葵
ろう

島の間の狭水道

の航行に備えて再び昇橋し、手動操舵で同水道を通航した後、０２時

５０分頃、電子海図表示装置にあらかじめ入力していた高茂埼南西方

沖の沖ノ磯
そ

と呼ばれる岩礁の南方を通過し、大分県佐伯市水ノ子島付

近に向ける予定針路線に沿って航行するよう、航海士Ａに指示して降

橋した。（付図１参照） 

航海士Ａは、船長が降橋した後、広域表示で沖ノ磯が表示されてい

ないＧＰＳプロッターを見ながら、自動操舵で針路を高茂埼南西方沖

に設定した際、陸岸から離れた海域なので大丈夫と思い、電子海図表

示装置に表示された予定針路線を確認しないまま北西進とした。 

航海士Ａは、設定した針路が沖ノ磯に向いていることに気付かず、

針路上の障害物の有無についての引継ぎを行わないまま、０３時５０

分頃に昇橋した航海士Ｂと船橋当直を交替して降橋した。 

航海士Ｂは、本船が電子海図表示装置に表示された予定針路線上を

航行していると思い、事前に海図等により針路上の水路調査を行わ

ず、沖ノ磯の存在を知らなかった。 

単独で船橋当直中の航海士Ｂは、便意を催しトイレに行くこととし

たが、陸岸から離れた海域であるので針路上に浅所はないと思い、 

レーダーや電子海図表示装置等で針路上の障害物の有無の確認を行わ

ず、針路が沖ノ磯に向いていることに気付かないまま船橋下のトイレ

に行った。 

航海士Ｂは、トイレから船橋に戻ったところ、船首方至近に岩が見

えたが、どうすることもできず、０４時００分頃に本船は沖ノ磯に乗

り揚げた。 

船長は、衝撃を感じて昇橋し、携帯電話で海上保安庁に本事故の発

生を１１８番通報した後、損傷状況の調査を行い、Ａ社に本事故の発

生を報告した。 

本船は、沖ノ磯に乗り揚げた後もしばらく主機が停止されないまま

進行したのち、機関室への浸水により主機が停止し、航行不能となっ
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た状態で漂泊中、来援した引船にえい
．．

航され高知県宿毛港に回航され

た。 

（付図１ 航行経路図、付図２ 航行経路図（沖ノ磯付近）、付表１ 

本船のＡＩＳ記録（抜粋） 参照） 

 その他の事項 本船のＧＰＳプロッターを詳細表示とした場合、沖ノ磯は表示され

ていた。 

航海士Ｂは、船橋を無人とする際、休息中の他の乗組員に遠慮し、

昇橋を依頼しなかった。 

航海士Ｂは、本事故発生場所付近の海域の航行経験が何度もあっ

た。 

航海士Ａは、沖ノ磯を知っており、航海士Ｂも知っているものと思

い、航海士Ｂに沖ノ磯のことを話したことはなかった。 

本船の喫水は、船首約２.９０ｍ、船尾約４.６０ｍであった。 

運輸安全委員会が令和７年７月までに公表した船舶事故調査報告書

によれば、沖ノ磯周辺で水路や自船の位置が確認されないまま航行を

続けて乗揚に至った事故が、平成２２年６月以降、本事故以外に４件

発生している。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

 あり 

 なし 

 なし 

 本船は、高茂埼南西方沖を自動操舵で北西進中、船橋当直中の航海

士Ｂが、船位及び沖ノ磯の位置を確認しないまま船橋を無人にしたこ

とから、沖ノ磯に気付くのが遅れ、沖ノ磯に乗り揚げたものと考えら

れる。 

 航海士Ａは、ＧＰＳプロッターを見ながら針路を定めた際、陸岸か

ら離れた海域なので大丈夫と思い、広域表示で沖ノ磯が表示されてお

らず、沖ノ磯に針路が向いていることに気付かなかったことから、針

路上の障害物の有無についての引継ぎを行わないまま、航海士Ｂと船

橋当直を交替したものと考えられる。 

 航海士Ｂは、本船が船長の指示した予定針路線上を航行しているも

のと思っていたこと及び陸岸から離れた海域であるので針路上に浅所

はないと思い、レーダーや電子海図表示装置等で針路上の障害物の有

無の確認を行わなかったことから、短時間であれば船橋を無人にして

も支障はないと思ったものと考えられる。 

 航海士Ｂは、便意を催し船橋下のトイレに行くこととし、船橋を無

人にする際、休息中の他の乗組員に遠慮し、昇橋を依頼しなかったも

のと考えられる。 

 本船は、船橋当直者が船橋当直を維持し、目視及び詳細表示とした

ＧＰＳプロッターの確認など針路上の見張りを実施し、また、船橋当
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直者間で予定針路付近の浅所などの障害物の情報を共有することによ

り、沖ノ磯への乗揚を回避できた可能性があるものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、高茂埼南西方沖を自動操舵で北西進中、

船橋当直中の航海士Ｂが、船位及び沖ノ磯の位置を確認しないまま船

橋を無人にしたため、沖ノ磯に気付くのが遅れ、沖ノ磯に乗り揚げた

ものと考えられる。 

再発防止策 

 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船橋当直者は、ＧＰＳプロッター等の表示を適宜切り替えるなど

して、針路上に浅所などの障害物がないか確認すること。 

・船橋当直者は、船橋を離れる際は、他の乗組員に昇橋を依頼し

て、船橋を無人とせず、常時見張りを行うこと。 

・船橋当直者は、予定針路付近の浅所などの障害物が存在する海域

について、船橋当直者間で情報を共有しておくこと。 
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付図１ 航行経路図 
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付図２ 航行経路図（沖ノ磯付近） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

04:05:33 

04:05:03 

04:03:35 

04:03:02 

04:02:33 

04:01:33 

04:01:03 

04:00:34 

03:59:33 

03:59:04 

03:58:33 

沖ノ磯 

青線：ＡＩＳ記録 



- 7 - 

付表１ 本船のＡＩＳ記録（抜粋） 

時 刻 

（時：分：秒） 

船 位※ 
対地針路※ 

（°） 

対地速力 

（kn） 
北 緯 

（°-′-″） 

東 経 

（°-′-″） 

03:00:04 032-46-29.20 132-34-54.15 320.0 9.4 

03:00:33 032-46-32.75 132-34-50.66 321.5 9.5 

03:10:02 032-47-41.99 132-33-40.87 309.4 9.5 

03:20:33 032-48-51.31 132-32-18.45 319.5 9.4 

03:30:03 032-49-52.73 132-31-04.57 313.5 8.9 

03:40:03 032-50-54.24 132-29-52.61 321.2 8.9 

03:50:33 032-52-00.42 132-28-34.24 306.5 9.2 

03:58:33 032-52-52.58 132-27-30.49 322,0 9.5 

03:59:04 032-52-55.96 132-27-26.33 322.4 9.8 

03:59:33 032-52-59.19 132-27-22.44 317.5 9.6 

04:00:34 032-53-05.73 132-27-14.60 326.0 7.8 

04:01:03 032-53-07.97 132-27-14.50 025.2 4.3 

04:01:33 032-53-10.11 132-27-15.66 002.5 4.8 

04:02:33 032-53-12.52 132-27-13.13 340.6 3.7 

04:03:02 032-53-14.87 132-27-12.95 350.6 5.3 

04:03:35 032-53-17.96 132-27-12.05 342.8 6.7 

04:05:03 032-53-26.32 132-27-04.42 303.4 7.7 

04:05:33 032-53-28.97 132-27-00.67 309.9 8.2 

※ 船位は、船橋上方に設置されたＧＰＳアンテナの位置であり、ＧＰＳアンテナの位置情報は、

船首から約６２ｍ、船尾から約１２ｍ、左舷から約８ｍ、右舷から約４ｍであった。また、

対地針路は真方位である。 


